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やかな配慮は､ 毒ギョーザや盗作などによって形

成されたステレオタイプに亀裂を生じさせる別の

中国の顔を見せてくれる｡ 中国企業による企業買

収の方法を分析することで､ もう一つの中国像を

探してみてはどうだろうか｡

(２) 米中関係

４月５日付けの “Yuan revaluation draws fire”

によると､ 米中が対立する具体的な問題として､

オバマ大統領とダライ・ラマの会談､ 台湾への武

器販売､ グーグル撤退のあと､ 元の切り上げが再

び注目されているとのことである｡ ４月12日付け

の “China, U.S. tussle over currency”も､ 通貨で

ある元がヴェトナムで定着しつつあるというエピ

ソードをとおして､ 世界経済における元の影響力

の増大に対してアメリカが神経質になっていると

説明している｡ その一方､ ４月19日付けの

“Beijing may be ready to let yuan strengthen”で

は､ 核セキュリティーサミットでオバマ大統領が

胡主席に軽く頭を下げて握手をしている写真が掲

載され､ 中国の通貨政策が紹介されている｡

９.11 とリーマンショックを経て超大国アメリ

カの威信が揺らぐ一方で､ 北京オリンピックと上

海万博を足掛かりとして経済発展する中国を目の

当たりにして､ 世界第２位の経済大国日本は米中

双方の様子をうかがいながらの国家運営を迫られ

ている｡ この課題においては､ 中国からみたアメ

リカ､ アメリカからみた中国､ 両方の視点がます

ます必要になるだろう｡ したがって､ 中国研究を

している学生にはぜひとも英語に磨きをかけ､ ア

メリカの状況にも目を向けてもらいたい｡

(３) 中国､ 台湾のポップカルチャーと日本文化

３月８日付けの “China wants to be major movie

power”によると､ 中国の政府と映画製作会社は

自国で制作された作品の販売拡大に働きかけてお

り､ 日本の配給会社や観客の関心を引き付けた例

として 『レッド クリフ』 が取り上げられている｡

その一方､ ４月５日付けの “Japanophiles thriving

in Taiwan”は､ 台湾の若者たちがマンガやゲーム

をとおして日本の歌舞伎に興味を抱いていると伝

えている｡

The Nikkei Weeklyの一つの特長は､ 経済ニュー

スを読みながら､ 文化的教養も身に付く点である｡

中国文化と接触することで日本文化がどのような

影響を受けるのか｡ 日本の伝統文化は台湾社会に

おいていかに変化していくのか｡ こうした点を身

近なポップカルチャーをとおして考えてみるのも

よいだろう｡

おわりに

１ケ月間の記事を見るだけでも､ 英語で中国関

連の有益な情報を入手できることがわかってもら

えたはずである｡ 世界はすでに上海万博以後のグ

ローバル社会を想像／創造しようとしている｡ 未

来の構築はいま現在をどう読むかにかかっている｡

クオリティの高い情報媒体を活用して､ 日本の地

域性を意識したグローバル社会の形成にぜひ参画

してもらいたい｡

１. はじめに

外国語学習において目標言語の語彙力が重要な

要素の一つであることは､ 多くの研究者によって

論じられている｡ しかし､ 語彙の習得法に関する

研究者の見解はさまざまである｡ 本小論は､ まず

英語学習者に求められている語彙力の指標を簡単

に紹介し､ 次に語彙習得と知識構造についてまと

める｡

２. TOEICスコアによる英語力の指標

文部科学省は2003年３月､ ｢英語を使える日本

人の為の戦略構想｣ を掲げ､ 英語力の指標を

TOEICのスコアで具体的に示唆している｡ それ
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によると､ 日本人大学生に求められている英語力

の指標は TOEICスコア500点､ 企業が新入社員に

求める英語力の指標も TOEICスコア500点と示さ

れている｡ 周知のように TOEICは英語を母国語

としない学習者が､ 英語圏で日常生活をする際に

どの程度のコミュニケーション能力があるか､ を

測る為の試験であり､ 特殊語彙や専門知識などを

測るための試験ではない｡ したがって､ TOEIC

の中で使用されている語彙は日常的な会話や文章

の中で使用される語彙に限定される｡ 中條と

Genung (2005) は､ 対象となる英文テキストの95

%の語彙を網羅するのに必要な数の単語を BNC

(British National Corpus) 高頻度語リストの上位

から数えることで語彙水準を測定した｡ その結果､

TOEICは3,714語の語彙水準であることを指摘し

ている｡

３. 英語の語彙力とは

英語の語彙力を語彙サイズから論じた研究とし

てよく知られているのは､ Nationや Shumittらで

ある｡ Nationは､ 自律的学習者が必要とする最低

限の語彙力について､ 口語的話し言葉に関する研

究の中で約2,000語の語彙が95%以上のカバー率

を提供できる (2001 /2005, p.130) と述べている｡

また､ 代表的な上級学習者用辞書 (例えば Oxford

Advanced Learner Dictionary, Longman Dictionary

Of Contemporary English など) は､ 定義用語彙

(見出し語を定義するために用いる語彙) を約

2,000語に制限していることからも､ 自律的学習

者が必要とする最低限の語彙力は2,000語である

と考えられる｡

語彙力には知識として有している単語の数とい

う量の問題だけでなく､ 一つひとつの単語をいか

に正しく認識しているかという質の問題も含まれ

ている｡ Gass & Selinker (2008) は､ 語彙力の

量と質の問題を､ 幅 (breadth) と深さ (depth)

という用語で表現している｡ 語彙の深さとは､ 単

なる一つひとつの単語の意味の知識にとどまらず

に､ 他の単語との意味的な関係をも含むものと考

えられている｡ Read (2004) は､ この語彙の知

識の深さの定義についてさまざまな考察を繰り広

げているが､ そのなかでは､ 意味の正確さや､ 包

括的な単語の知識､ そして他の単語との意味的な

関係を含むネットワークの知識についても言及さ

れている｡

４. 概念のネットワーク

Collins, A. M., & Loftus, E. F. (1975) は､ 知

識構造を活性化拡散モデルによって示した｡

Collins & Loftusによると､ 意味的に関係のある

｢記憶項目｣ は相互にリンクで結ばれており､ あ

る項目が活性化されると､ 結びつきの強さに応じ

て､ 他の項目も活性化されることにより､ さまざ

まな文脈の中で起きる事柄を効率よく処理するこ

とができる､ と説明している｡ 知識としての語彙

は個人によって異なっているため､ 人間一人ひと

りが持っている概念のネットワークも異なってい

る｡ Aitchison (1987) は､ “bird”ということばを

使って､ 鳥のプロトタイプから周辺への広がりを

図で示し､ それによるとアメリカ人にとって最も

｢鳥｣ らしい鳥は ｢こまどり｣ であると示されて

いる｡ しかし､ 日本で生まれ育った我々には ｢こ

まどり｣ は ｢鳥｣ ということばから真っ先に連想

されるほど､ 馴染みがある鳥とは言えない｡ むし

ろ､ ｢すずめ｣､ ｢鳩｣､ ｢つばめ｣ などの方がはる

かに連想されやすい鳥だといえよう｡ このことは､

アメリカ人と日本人の生活環境や文化的背景の違

いによって､ 特定のことばから強く連想されるイ

メージが異なることを示しているといえる｡

５. 言語連想法

知識構造を知る方法の一つとして､ 言語連想が

ある｡ 言語連想とは､ ある単語を刺激語として提

示し､ その単語から想起されたことばを書きだす

方法で､ 心理学研究においては､ 従来から知識の

実態を調査するひとつの方法論として用いられて

きた｡ 古荘 (2009) は､ 英語の語彙を対象に､ 特

定の対象群の知識がどのようなもので構成されて

いるのかを明らかにする１つの試みとして､ IT

を専門に学ぶ情報科学部の学生および院生 (IT

群, 220名) と､ 情報科学系以外の学部生 (統制

群, 184名) を対象に､ 言語連想を用いた調査を

試みた｡

『最新パソコン・IT用語辞典』 (2009) による

と､ IT で使用されている語彙数は 7,000語とも

8,000語ともいわれている｡ その中で､ 英語の語
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彙とスペルが同じ語彙 (英語語彙をそのまま IT

用の特殊語彙として使用している) の数を調査し

た結果､ およそ 3,000語になり､ それらの語彙を

頻度レベル別に分類を行った結果､ 約半数が高頻

度語に属することがわかった｡ これらの語彙は英

語本来の語意とは全く異なった語意で使われてい

るもの (Opera, cookie, bugなど) と､ 元の語意

を知っていれば IT用語としての意味の推測が可

能であるもの (board, surfing, memory など) が

ある｡ それらの語彙を英語語彙より先に IT用語

として認識し､ ひとまとまりの語彙に関する知識

構造を構築した場合､ 英語語彙における知識構造

とは全く異なったものになりうると推測でき､ そ

れが英語を学習する際にどのような影響を及ぼし

ているのかを明らかにすることにより､ 学習者の

知識構造を使って､ 新しい英語教授法を開発する

ことが可能である｡ 調査方法の詳細はここでは省

略するが､ 分析の結果から IT群は統制群に比べ､

IT関連以外の一般的な連想の反応が少ないこと

が示された｡ また､ 統制群の連想の方向は､ IT

関連だけではなく､ それ以外の方向へと拡散して

いく傾向が明らかになり､ 一方で､ IT群の連想

の方向は､ IT関連用語に絞られ､ 拡散が抑制さ

れる傾向が示された｡ 言い換えると､ IT群の学

生は､ 英語の学習中に､ IT用語として非常に馴

染み深い単語に遭遇した場合､ 英語の学習が抑制

されてしまう可能性が示唆されるとともに､ IT

用語として知識がある既知語を利用した英語教授

法の可能性が提案された｡

６. むすび

このように概念のネットワークの考え方を言語

習得の教育現場に応用してみると､ 単に対象言語

の語彙量の問題だけではなく､ 学習者が既に保持

している知識の偏りや､ 認知の問題をも含んでい

ると考えられる｡ 新しい情報を学習するというこ

とは､ 学習者がすでにもっている知識にそれらの

情報を付け加えることに他ならない｡ そして､ そ

のような学習が効率的に､ かつ正確になされるた

めには､ 新しい情報をどのようなことに関連づけ

て､ 教育現場で提示するかが重要な鍵となる｡ 英

語語彙の習得を､ 学習者の専門科目や興味関心の

ある別の知識体系と全く切り離して考えるのでは

なく､ 日頃から馴染みがあり､ 深い知識と豊富な

語彙によって広がる既存の語彙ネットワークをう

まく利用することによって､ 英語のためだけの語

彙習得という枠を超えた包括的で､ 学習者にとっ

て本当に必要かつ使える英語力を､ より効果的に

効率よく身につけていくことができよう｡
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